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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質、膜。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、セリン/スレオニンタンパク質キナーゼファミリーのメンバーである。このキナーゼは、TGFβおよび形態形成タンパク質（BMP）によって誘導されるシグナル伝達を媒介し、転写調節やアポトーシスを含む様々な細胞機能を制御する。IL-1に応答して、このタンパク質はTRAF6、MAP3K7P1/TAB1、およびMAP3K7P2/TAB2を含むキナーゼ複合体を形成する。この複合体は核因子κBの活性化に必須である。このキナーゼはMAPK8/JNK、MAP2K4/MKK4も活性化するため、環境ストレスに対する細胞応答において役割を果たす。異なるアイソフォームをコードする4つの選択的スプライシング転写バリアントが報告されている。[RefSeq提供、2008年7月]
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	-
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	A431細胞のライセートのウエスタンブロット解析。TAK1ウサギmAbを用いた。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。

